
地 域 再 生 計 画 

 
１ 地域再生計画の名称 

    上野原市「快適な暮らしのあるまちづくり」再生計画 
 
２ 地域再生計画の作成主体の名称 

    上野原市 
 
３ 地域再生計画の区域 

    上野原市の全域 
 
４ 地域再生計画の目標 

    平成１７年２月１３日北都留郡上野原町と南都留郡秋山村が合併して上野原市が

誕生した。 
    上野原市は山梨県の最東部に位置し、人口２８，８３２人(平成１７年３月３１日

現在)、面積１７０．６５平方キロメートルで市域中央部を桂川が流れ、秋山川や鶴
川などの支流が流れこんでいる自然豊かな小都市である。 
桂川は、地質学上全国的にも有名な河岸段丘を形成しており、以前は、美しい自

然景観と清い水の流れが加わって屋形船による遊覧やアユ釣りが盛んに行われ人々

の憩いの場所となっていた。 
しかしながら、近年、この地域は首都中心部から約６０～７０km圏に位置するこ
とから、市域中心部では首都圏のベッドタウンの色彩を強め、都市化が急激に進行

している。このため、桂川、秋山川などの清流に生活雑排水が流れ込み富栄養化が

進み、市内湛水区域においてはアオコが大量発生するなどの環境問題を引き起こし

ている。 
このような状況に対処するため、地域の生活環境整備が急務となり、昭和５３年

度より公共下水道事業に着手し、平成４年度から浄化槽の個人設置型事業を展開し

ているが、平成１６年度末の生活排水クリーン処理率（汚水処理人口普及率）は、

３７．２％と山梨県の平均値６６．２％を大幅に下回っている状況である。 
そのため、公共下水道および浄化槽の整備を進め、より一層の汚水処理対策を促

進するとともに、上流域にあたる西原地区等での森林環境整備、流域での河川清掃

の実施などに取り組み、市民の潤いある生活環境を取り戻す努力を重ねていく。 
これに合わせ、山梨県が現在整備を進めている「（仮称）桂川河川公園」を積極的

に活用し市民の憩いの場を提供するなど、新市の将来像である『夢と希望あふれる

快適発信都市』の実現に向け、生活基盤の整備を行い「快適な暮らしのあるまちづ

くり」を目指す。 



（目標１）汚水処理施設の整備促進を計り、生活排水クリーン処理率（汚水処理人口普及

率）を３７．２％から４３％に向上 
 
（目標２）桂川の市内湛水区域における釣り客の年間延べ人数を、７５０人から９００人

に増加 
 
５ 目標を達成するために行う事業 

  ５－１ 全体の概要 

      旧上野原町では平成８年度に流域関連公共下水道事業として人口の集中して

いる上野原地区(上野原第１処理分区)の事業に着手し、以来事業区域を拡大しなが
ら現在に至っており、平成１６年度に一部供用を開始している。本市の集合処理

については、地形、人口規模及び経済性を考慮し流域関連公共下水道として整備

してゆく。また、個別処理においては人口密度の低い地域に対して個人設置型の

浄化槽を整備してゆく。 
 
  ５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

      汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
       対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を了している。 
       なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 
      ・公共下水道･･･平成 16年 11月に事業認可 
      [事業主体] 
      ・いずれも上野原市 
      [施設の種類] 

・公共下水道、浄化槽（個人設置型） 
[事業区域] 
・公共下水道 
   上野原市上野原羽佐間・小沢地区 
・浄化槽（個人設置型） 
   上野原市全域（ただし、公共下水道事業区域を除く。） 
[事業期間] 
・公共下水道  平成１８年度～平成２２年度 
・浄化槽   平成１８年度～平成２２年度 
[整備量] 
・公共下水道  管渠φ２００ L=２，２２０ｍ 

整備人口 ６２０人 
・浄化槽(個人設置型)  ２２５基 



整備人口  ６５０人 
[事業費] 
・公共下水道  事業費 ２０９，５００千円 

（うち、交付金 １０４，７５０千円） 
単独事業費 １１４，４００千円 

・浄化槽（個人設置型） 事業費 ８８，４２５千円 
（うち、交付金 ２９，４７５千円） 

 合  計   事業費 ２９７，９２５千円 
（うち、交付金 １３４，２２５千円） 

       単独事業費 ８８，４２５千円 
 

５－３ その他の事業 

 ５－３－１基本方針に基づく支援措置 

該当無し 
 

５－３－２基本方針に掲げられた支援措置によらない取り組み 

●森林環境整備事業の推進 

上流域にあたる西原地区等で市が主体となり森林整備を進め、水源涵養機能の

向上を図る。 
 
●（仮称）桂川河川公園の活用 

山梨県が現在整備を進めている「（仮称）桂川河川公園」が平成１４年に一部供

用開始し、平成２０年度末に完成予定となっているので、市と市民が協働で環境

美化を行い、市民の憩いの場として有効活用を図る。 
 
●河川清掃の実施 

市と市民が河川清掃等を実施し、水辺環境の保全を図る。 
 

６ 計画期間 

   平成１８年度～平成２２年度 
 
７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

   計画終了後に、４に示す数値目標に照らし状況を調査、評価し公表する。 
 
８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

   該当無し 


